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学
区
自
治
連
合
会
は
６
月
19
日
の
役
員
会
で
、
今
年

の
学
区
民
大
運
動
会
に
つ
い
て
、
学
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

の
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
問
題
で
、
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

の
で
は
な
い
か
」
と
の
提
言
を
受
け
、
中
止
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
学
区
自
治
連
合
会
は
先
月
の
役
員
会
で
、
今
年

の
夏
ま
つ
り
、
文
化
祭
の
中
止
を
決
め
て
い
て
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
学
区
の
３
大
イ
ベ
ン
ト
は
２
年
連
続
で
開
催
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

学
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
拡
大
が
収
ま
る
気
配
を
見
せ
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
行
き
渡
ら
ず
状
況
の
好
転
を
大
き
く
望
め
な
い
な
か
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
学
区
自
治
連
合

会
に
提
言
し
た
。

ま
た
、
日
吉
台
青
少
年
育
成
学
区
民
会
議
の
夢
・
未
来

事
業
推
進
委
員
会
も
６
月
１
日
、
日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー

で
委
員
会
を
開
き
、
依
然
収
束
の
見
込
み
が
た
た
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
、

感
染
症
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、
日
吉
台
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
く
恒
例
の
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
を
２
年
連
続
で

中
止
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

学
区
運
動
会
、
ラ
ジ
オ
体
操
も
中
止

学
区
３
大
イ
ベ
ン
ト
２
年
連
続
で
開
催
で
き
ず

コロナ影響深刻

学区の空き家対策、紹介

学
区
で
行
う
空
き
家
対
策

の
活
動
ぶ
り
が
、
三
重
県
四

日
市
市
の
空
き
家
対
策
の
取

り
組
み
を
ま
と
め
た
冊
子

「
四
日
市
の
空
き
家
問
題
を

考
え
る
本
・
ど
う
す
る
？
！

あ
の
家
、
自
分
の
家
」
と
動

画
「
空
き
家
に
な
っ
た
ら
ど

う
す
る
の
？
」
に
取
り
上
げ

ら
れ
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
に
活
動
を
始
め

た
日
吉
台
学
区
の
空
き
家
対

策
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
動
き

が
止
ま
っ
て
い
る
が
、
一
時

は
全
国
各
地
の
自
治
体
か
ら

の
学
区
に
視
察
が
相
次
ぎ
、

多
く
の
自
治
体
で
先
進
地
事

例
と
し
て
参
考
に
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
四
日
市
市
の
紹
介

冊
子
動
画
は
学
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。四

日
市
市
は
、
複
数
の
部

局
に
ま
た
が
る
地
域
の
諸
課

題
に
つ
い
て
、
市
民
協
働
促

進
計
画
に
基
づ
き
、
部
局
の

壁
を
乗
り
越
え
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
、
空
き
家
問
題

も
こ
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て
取
り
組
む
。
冊
子
と
動
画

は
、
地
域
住
民
が
、
空
き
家

問
題
解
決
に
向
か
う
手
引
き

と
し
て
同
市
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
「
一
般
社
団
法
人
ネ
ク

ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研
究
会
」

（
寺
田
卓
二
代
表
）
と
協
働

で
作
成
し
た
。

冊
子
「
四
日
市
の
空
き
家

問
題
を
考
え
る
本
」
は
、
Ａ

４
判
52
㌻
。
「
今
な
ぜ
空
き

家
問
題
な
の
か
」
「
空
き
家

問
題

何
が
問
題
、
ど
ん
な

問
題
」
「
先
進
事
例
に
学
ぶ
」

「
四
日
市
市
の
空
き
家
対
策

の
現
状
」
「
私
た
ち
か
ら
の

提
言
」
の
５
章
か
ら
な
り
、

空
き
家
の
問
題
の
現
状
や
課

題
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
先
進
地
事
例
な
ど

を
取
り
上
げ
、
同
市
の
市
民

活
動
団
体
な
ど
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
貴
重
な
提
言
も
紹
介
し

て
い
る
。

紹
介
動
画
は
、
冊
子
「
空

き
家
を
考
え
る
本
」
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
版
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配

信
し
て
お
り
、
収
録
時
間
は

約
16
分
。

考
え
る
本
で
は
、
対
策
の

先
進
地
事
例
と
し
て
愛
知
県

半
田
市
亀
崎
町
の
亀
崎
ま
ち

お
こ
し
の
会
と
と
も
に
日
吉

台
学
区
の
空
き
家
対
策
委
員

会
の
活
動
ぶ
り
を
詳
し
く
載

せ
て
い
る
。
日
吉
台
の
現
状
、

大
規
模
住
宅
地
と
し
て
の
空

き
家
対
策
の
取
り
組
み
の
き
っ

か
け
、
実
際
の
活
動
内
容
な

ど
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

動
画
で
は
、
「
な
ぜ
今
活
動

す
る
の
か
」
「
将
来
の
心
配

は
」
「
今
後
の
課
題
は
」

「
広
報
活
動
の
手
ご
た
え
は
」

「
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と

は
」
な
ど
に
つ
い
て
濱
崎
博
・

学
区
空
き
家
対
策
委
員
会
事

務
局
長
ら
同
委
役
員
４
人
が
、

四
日
市
市
ス
タ
ッ
フ
ら
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
空
き

家
対
策
に
か
け
る
思
い
を
熱

く
語
っ
て
い
る
。

冊
子
掲
載
や
動
画
収
録
に

は
昨
年
秋
、
コ
ン
サ
ル
ス
タ
ッ

フ
が
日
吉
台
を
訪
れ
取
材
、

動
画
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ほ

か
、
濱
崎
事
務
局
長
が
四
日

市
市
に
で
か
け
講
演
な
ど
を

行
っ
た
。

日
吉
台
学
区
の
活
動
ぶ
り
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
四
日
市
市
の
空

き
家
対
策
の
取
組
み
を
ま
と
め
た
冊
子

四
日
市
市
の
対
策
を
紹
介
す
る
動
画
の
タ
イ
ト
ル
場
面

三
重
・
四
日
市
市
の
冊
子
、
紹
介
動
画
に
登
場

活
動
ぶ
り
、
先
進
地
事
例
と
し
て

四
日
市
市
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
学
区
空

き
家
対
策
委
の
メ
ン
バ
ー
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アジサイの名所に

日
吉
台
住
宅
地
の
入
り
口
、
日
吉
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
（
北
海
彰
会
長
）
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
練

習
場
に
使
う
日
吉
台
１
丁
目
の
日
吉
台
多
目
的
広
場
の
ア

ジ
サ
イ
。
同
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
会
員
ら
が
多
目
的
広
場
境

界
の
の
り

面
に
ア
ジ

サ
イ
を
植

栽
し
て
３

年
、
会
員

ら
の
丹
精

込
め
た
世
話
が
実
っ
て
今
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
る
。

同
広
場
を
取
り
囲
む
北
側
と
東
側
の
り
面
は
長
年
、
雑

草
が
生
え
放
題
と
な
っ
て
い
て
日
吉
台
住
宅
地
の
玄
関
口

の
美
観
を
損
ね
て
い
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
練
習
に
通

う
ち
、
見
か
ね
た
メ
ン
バ
ー
ら
が
、
荒
れ
放
題
に
な
っ
て

い
る
の
り
面
に
ア
ジ
サ
イ
を
植
え
る
こ
と
を
提
案
、
家
庭

で
ア
ジ
サ
イ
苗
を
育
て
た
う
え
、
除
草
な
ど
を
し
て
の
り

面
を
整
備
、
３
年
が
か
り
で
ア
ジ
サ
イ
を
植
え
付
け
た
。

こ
の
間
、
メ
ン
バ
ー
有
志
ら
が
中
心
に
な
っ
て
高
橋
川

流
域
緑
地
愛
護
会
（
北
海
彰
会
長
）
を
組
織
、
定
期
的
に

栽
培
管
理

を
続
け
、

今
で
は
３

０
０
株
ほ

ど
の
ア
ジ

サ
イ
園
に

な
り
、
薄
紫
や
ピ
ン
ク
、
白
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲

か
せ
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
る
＝
写
真
。

同
会
で
は
将
来
、
南
側
斜
面
、
東
敷
地
に
も
ア
ジ
サ
イ

を
植
栽
、
湖
西
地
方
の
ア
ジ
サ
イ
の
名
所
に
し
よ
う
と
張

り
切
っ
て
い
る
。

多 目 的 広 場

約
３
０
０
株
咲
き
そ
ろ
う

日
吉
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
会
員
ら
が
植
栽

ミシン操作の支援をするひよサポ☆ボランティア

日
吉
台
学
区
社
会
福
祉
協

議
会
（
呉
屋
之
保
会
長
）
は
、

学
区
住
民
に
対
し
、
大
津
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
依
頼
を

受
け
、
市
内
の
生
活
困
窮
者

を
援
助
す
る
「
生
活
支
援
物

資
提
供
」
協
力
呼
び
掛
け
を

し
て
い
る
。

昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
で
、
市

社
協
へ
休
業
、
失
業
な
ど
に

よ
る
生
活
困
窮
相
談
が
通
常

時
の
１
０
０
倍
越
え
、
こ
の

中
に
は
経
済
的
な
理
由
で
食

事
が
満
足
に
と
れ
な
い
人
、

子
ど
も
た
ち
に
お
菓
子
な
ど

が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
、
と

訴
え
る
お
母
さ
ん
も
み
ら
れ

る
と
い
う
。

生
活
支
援
物
資
提
供
を
求

め
て
い
る
の
は
、
缶
詰
類
、

カ
レ
ー
、
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
等

の
レ
ト
ル
ト
食
品
類
、
即
席

め
ん
、
カ
ッ
プ
め
ん
、
の
り
、

ふ
り
か
け
、
う
ど
ん
、
そ
ば
、

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
等
の
乾
麺
な

ど
。日

吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
ロ

ビ
ー
に
支
援
品
受
け
付
け
箱

を
設
置
し
て
い
る
の
で
各
自

届
け
る
。
市
民
セ
ン
タ
ー
ま

で
持
参
で
き
な
い
人
は
、
日

吉
台
さ
さ
え
あ
い
の
会
（
０

８
０
・
１
４
５
９
・
７
０
２

６
）
へ
電
話
を
す
れ
ば
学
区

社
協
の
担
当
者
が
受
け
取
り

に
出
向
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。寄

せ
ら
れ
た
支
援
物
資
は
、

大
津
市
社
協
を
通
じ
市
内
で

貧
困
対
策
に
取
り
組
む
団
体

等
を
通
じ
届
け
る
。

学
区
住
民
や
児
童
の
父
母

ら
の
協
力
で
子
ど
も
た
ち
の

学
習
支
援
や
活
動
を
支
え
る

日
吉
台
小
の
「
ひ
よ
サ
ポ
☆

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
。
日
吉
台

学
校
運
営
協
議
会
と
日
吉
台

小
が
同
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
事
業
と
し
て
始
め
て

３
年
に
な
る
「
地
域
で
子
ど

も
を
育
て
る
」
事
業
。
同
小

と
日
吉
台
小
学
校
運
営
協
議

会
（
野
々
口
義
信
委
員
長
）

は
、
住
民
の
隙
間
時
間
で
子

ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
「
ひ

よ
サ
ポ
☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。

「
ひ
よ
サ
ポ
☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
活
動
は
「
児
童
教
育

活
動
支
援
」
▽
「
読
書
環
境

の
整
備
等
」
▽
「
学
校
行
事

等
の
支
援
」
▽
「
マ
ナ
☆
ビ

バ
の
支
援
」
の
４
種
。

児
童
教
育
活
動
の
支
援
は
、

子
ど
も
た
ち
の
ミ
シ
ン
操
作

や
裁
縫
の
学
習
活
動
の
補
助

や
音
読
発
表
、
掛
け
算
の
九

九
練
習
の
聞
き
手
の
学
習
支

援
、
調
理
実
習
の
支
援
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
校

外
学
習
の
引
率
支
援
。

読
書
環
境
の
整
備
は
、
お

勧
め
読
書
本
の
紹
介
、
返
却

さ
れ
た
図
書
を
正
し
い
場
所

に
戻
す
図
書
整
理
、
傷
ん
だ

本
の
修
理
や
図
書
委
員
児
童

の
補
助
な
ど
。

行
事
等
の
支
援
は
、
入
学

式
、
卒
業
式
、
運
動
会
の
準

備
な
ど
。

マ
ナ
☆
ビ
バ
の
支
援
は
、

冒
険
☆
ア
ソ
ビ
バ
、
学
校
で

泊
ま
ろ
う
寺
子
屋
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
応
援
作
業
な
ど
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

は
、
２
０
１
８
年
度
に
同
小

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事

業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
今

年
度
で
３
年
目
。
昨
年
は
、

学
区
住
民
、
同
小
父
母
ら
32

人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
。

掛
け
算
の
九
九
練
習
の
聞
き

手
、
校
外
学
習
の
引
率
、
ミ

シ
ン
操
作
の
補
助
指
導
で
ナ
ッ

プ
ザ
ッ
ク
造
り
の
お
手
伝
い

を
し
た
。

同
小
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
希
望
者
は
登
録
制
と

し
支
援
が
必
要
な
場
合
に
学

校
か
ら
出
動
依
頼
が
あ
る
。

登
録
希
望
、
問
い
合
わ
せ
は

同
小
（
５
７
９
・
５
０
３
３
）
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

は
、
保
護
者
、
地
域
、
学
校

が
一
緒
に
ど
の
よ
う
な
子
ど

も
に
育
て
た
い
か
、
何
を
実

現
し
た
ら
よ
い
の
か
、
な
ど

目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
考
え
を

地
域
と
学
校
が
共
有
、
こ
れ

ら
の
目
標
を
実
現
、
活
動
を

す
る
た
め
の
検
討
の
場
「
学

校
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し

た
学
校
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
。
２
０
１
７
年
度
、

日
吉
台
小
と
真
野
北
小
の
２

校
が
大
津
市
内
小
学
校
と
し

て
市
教
委
か
ら
最
初
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
指
定
を
受

け
活
動
開
始
、
そ
の
後
市
内

各
校
に
拡
大
し
て
い
る
を
し

て
い
る
。

先
月
中
旬
、
子
鹿
が
迷
い
込
ん

だ
学
区
内
を
流
れ
る
高
橋
川
上
流

部
河
川
敷
に
６
月

16
日
夕
、
ま

た
子
鹿
が
居
る
の
を
日
吉
台
小

に
通
う
児
童
が
見

つ
け
た
。
通

報
で
３
丁

目
西
自

主
防

災
会

（
岸
本

善
春

会
長
）

の
会
員

ら
が
出
て
、

１
時
間
が
か

り
で
救
出
、
近
く

の
山
へ
放
し
た
。

現
場
の
高
橋
川
上
流
部
は
、
北

側
と
西
側
か
ら
の
流
れ
が
一
緒
に

な
る
合
流
点
部
分
。
両
サ
イ
ド
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
に
囲
ま
れ
、

上
流
部
は
、
北
側
、
西
側
と
も
高

さ
１
㍍
ほ
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
段
差
が
あ
り
、
こ
の
付
近
の
河

川
敷
に
迷
い
込
ん
だ
子
鹿
な
ど
は

自
力
脱
出
す
る
こ
と

は
不
可
能
。
例
年
、

子
鹿
や
イ
ノ

シ
シ
の
ウ

リ
坊
の
迷

い
込
み
が

数
件
あ
り
、

そ
の
都
度

救
出
劇
が

演
じ
ら
れ

て
い
る
。
河

川
敷
の
工
事
は
、

河
川
法
で
実
施
に
は

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、
迷
い
込

み
防
止
を
図
る
た
め
、
何
ら
か
の

対
策
が
望
ま
れ
る
。
（
高
橋
川
に

迷
い
込
ん
だ
子
鹿
）

子鹿などの迷い込み相次ぐ

高橋川上流部 望まれる対策

ひ
よ
サ
ポ
☆
ボ
ラ
テ
ィ
ア
募
る

子
ど
も
た
ち
の
学
習
活
動
等
、
支
援

日吉台小

生活支援物資の提供を

日吉台市民センターで受け付け

学区社会福祉協議会


